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会　計　名
一 般 会 計
（６号・７号）

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

5億7,159万円 166億8,559万円

 　1億9,683万円  37億3,586万円介 護 保 険 事 業
特別会計　　　

　第３回(９月)定例会は、９月２日か
ら９月２２日までの２１日間の会期で
行われ、専決処分の承認１件、条例の
一部改正１件、各会計の補正予算など
を審議し、提案されたすべての議案を
可決しました。

令和４年度各会計９月補正予算額

価格高騰緊急支援給付金給付事業費

　電力・ガス・食料品等の価格高
騰による負担増を踏まえ、特に影
響が大きい低所得者世帯に対して、
１世帯５万円の現金給付に要する
経費です。

　町内事業所の確定申告により法
人町民税の金額が確定したことか
ら、昨年度予定申告納付されてい
た金額との差額が生じたことによ
る還付金です。

商工振興事務費

　町内対象店舗でキャッシュレス
決済（ＱＲコード・バーコード決
済）を行った消費者に対し、ポイ
ントを付与することで、生活者の
支援や町内経済の後押しをします。

2億2,919万円 6,297万円

1,300万円

補正予算の概要 ※金額は千円単位を四捨五入　

９月定例会 

　かぐや姫グラウンドのラグビー
ゴール２コート分を更新し、ラグ
ビー競技利用の環境整備を行う経
費が計上されています。

　農業への人材の呼び込みと定着
のために機械等導入への支援、及
び新たに農業経営を開始する者に
対しての資金の助成です。

　初回（１・２回目）接種を完了
した１２歳以上の者へオミクロン
株対応ワクチンの追加接種、生後
６か月以上４歳以下の者への初回
接種等に関する経費です。

800万円 4,557万円

788万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業費

フレッシュファーマー育成事業費

整備を行うかぐや姫グラウンド

公園管理費 税収入償還費

 さ
つ
ま
町
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

に
係
る
規
定
等
を
改
正
し
、

育
児
を
行
う
職
員
の
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
　

ど
う
変
わ
っ
た

　我
が
町
の
条
例

　
柏
原
小
学
校
の
大
規
模

改
造
工
事
に
よ
る
施
設
の

再
調
査
に
伴
い
、
新
た
に

改
修
箇
所
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
変
更
契
約
を
行
う

も
の
で
す
。

■
変
更
請
負
金
額

　
５
１
０
万
８
３
３
０
円

■
変
更
後
契
約
金
額

　
１
億
９
１
３
６
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
田
島
・
村
田
特
定
建
設  

　
工
事
共
同
企
業
体

柏
原
小
学
校
大
規
模
改

造
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結

町
道
柊
野
線
道
路
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
に

よ
り
被
災
し
た
、
町
道
柊

野
線
の
復
旧
工
事
に
係
る

費
用
で
す
。

■
契
約
金
額

　
８
３
０
５
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
㈱
白
川
田
工
務
店

そ
の
他
の
議
決
事
項

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
に
要
す
る
経
費

を
補
正
。

 

専 

決 

処 

分

１
件
の
専
決
処
分
を
議

会
で
承
認

◎
紹
介
議
員

 

　 

岩
崎
ワ
カ
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

◎
陳
情
者

沖
縄
戦
線
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含
む
土

砂
を
埋
め
立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願

ど
う
な
っ
た
！
あ
な
た
の
請
願

請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し
た

高
規
格
救
急
自
動
車
及

び
救
急
用
資
機
材
一
式

購
入
契
約
の
締
結

　
購
入
後
11
年
経
過
し
て

い
る
車
両
及
び
救
急
用
資

機
材
を
更
新
す
る
も
の
で

す
。

■
契
約
金
額

　
３
３
０
０
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車

　
株
式
会
社

■
乗
車
定
員

　
７
人
　

　
町
道
川
口
平
川
線
に
設

置
済
み
の
橋
脚
に
、
新
た

に
橋
梁
上
部
の
設
置
を
行

う
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
５
億
２
９
１
９
万

　
２
６
２
０
円

■
契
約
の
相
手
方

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱

　 町
道
川
口
平
川
線
橋
梁

上
部
高
架
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結

 

　 

有
川
美
子
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
辺
野
古
基
地
建
設
の
埋
め
立
て
方
法
や
こ
れ
ま
で
の

　
遺
骨
収
集
の
取
り
扱
い
の
実
態
が
わ
か
ら
な
い
。

　
・
沖
縄
県
以
外
に
も
広
島
・
長
崎
・
鹿
児
島
市
等
、
戦

　
没
者
の
遺
骨
は
数
多
く
あ
る
が
、
な
ぜ
沖
縄
に
限
定
し

　
て
い
る
の
か
。

　
・
法
律
に
基
づ
き
国
が
遺
骨
収
集
を
実
施
し
て
い
る
の

　
で
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
が
、
遺
骨
を
含
む
土
砂
の
実

　
態
が
わ
か
ら
な
い
の
に
、
そ
の
是
非
を
町
議
会
で
審
査

　
が
で
き
る
の
か
。

◇
議
員
の
審
査
意
見

※
本
審
査
は
人
道
的
な
案
件
で
あ
り
、
多
く
の
議
員

で
の
協
議
が
必
要
と
判
断
し
、
総
務
厚
生
常
任
員
会

と
文
教
経
済
常
任
員
会
と
の
連
合
審
査
会
で
審
査
し

ま
し
た
。

　　今東 秀嗣 氏　　栗野 明男 氏

　　人権擁護委員

　人事案件に同意しました

任期：令和５年１月１日から
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補正額 補正後の予算総額
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委員会で付託された条例改正１件、
令和４年度一般会計（関係分）及び
特別会計の補正予算１件、請願１件
が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　育
休
取
得
の
た
め

の
職
員
配
置
や
再
任
用

職
員
の
活
用
は

答
　
本
人
が
育
休
取
得
を

た
め
ら
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

な
ら
な
い
よ
う
に
職
員
配

置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
再
任
用
職

員
の
職
の
在
り
方
や
会
計

年
度
任
用
職
員
の
担
う
べ

き
役
割
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
い
、
併
せ
て
研
修
等

で
職
員
と
し
て
の
意
識
付

け
を
行
っ
て
い
く
。

 

問
　環
境
セ
ン
タ
ー
は

築
23
年
経
過
し
て
い
る

が
改
修
箇
所
は
多
い
か

答
　
こ
れ
ま
で
も
必
要
に

応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
き

た
が
、
築
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

老
朽
化
し
て
い
る
部
分
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

機
械
が
古
く
な
り
部
品
が

製
造
中
止
の
た
め
、
次
は

修
繕
が
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
る
。

問
　役
場
本
庁
舎
電
源

ブ
レ
ー
カ
ー
は
こ
れ
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
か

答
　
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
は

庁
舎
屋
上
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
式
高
圧
受
電
設
備
の
中

に
あ
り
、
電
気
主
任
技
術

者
の
資
格
が
な
い
と
操
作

で
き
な
い
た
め
、
今
後
管

理
が
し
や
す
い
よ
う
に
ポ

ン
プ
室
内
に
別
途
設
置
を

す
る
。

問
　耐
震
性
貯
水
槽
工

事
が
予
算
不
足
と
な
っ

た
理
由
は

答
　
当
初
算
出
し
て
い
た

金
額
か
ら
入
札
時
点
で
大

き
く
値
上
が
り
を
し
て
い

た
。
値
上
が
り
の
要
因
は
、

資
材
価
格
の
高
騰
と
令
和

４
年
度
に
耐
震
性
貯
水
槽

の
規
格
変
更
が
あ
り
、
施

工
法
の
変
更
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
使
用
資
材
の
量

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

常任委員会審査

委員長　岸良光廣
副委員長　中村慎一
委　員　平山俊郎
委　員　上囿一行
委　員　森山　大
委　員　新改秀作
委　員　有川美子

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問
　法
人
町
民
税
に
還

付
金
の
発
生
し
た
要
因

で
あ
る
従
業
員
の
減
少

は
ど
れ
く
ら
い
か

答
　
該
当
法
人
は
元
々
約

６
６
０
０
人
の
従
業
員
が

お
り
、
う
ち
本
町
は
約

１
０
０
０
人
で
あ
っ
た
。

確
定
申
告
に
よ
り
、
全
体

で
約
３
７
０
０
人
、
本
町

で
約
１
１
０
人
と
な
り
、

従
業
員
割
合
が
16
％
か
ら

３
％
に
減
少
し
た
こ
と
が

税
額
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

 問
　次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
基
金
を
投
入

し
、
介
護
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
考
え
は

答
　
現
在
、
１
号
被
保
険

者
と
介
護
保
険
認
定
者
は

減
少
し
て
き
て
い
る
が
、

前
期
高
齢
者
が
介
護
の
必

要
性
が
高
ま
る
後
期
高
齢

者
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
極
端
な
値
上
げ
と
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
基

金
の
状
況
を
踏
ま
え
介
護

保
険
料
を
検
討
す
る
。

令
和
４
年
度

さ
つ
ま
町
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

 問
　法
人
町
民
税
に
償

還
金
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
る
、
今
後
の
税
収
見

込
み
と
一
般
財
源
確
保

へ
の
影
響
は

答
　
令
和
４
年
度
の
法
人

町
民
税
は
約
６
千
万
円
の

減
収
見
込
み
で
あ
る
。
一

般
財
源
の
確
保
で
は
、
今

後
も
交
付
税
の
減
額
が
見

込
ま
れ
、
自
主
財
源
の
確

保
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握

・
滞
納
整
理
に
よ
る
徴
収

強
化
な
ど
に
よ
る
税
収
の

確
保
、
併
せ
て
お
金
を
生

む
・
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

半地下式（埋設型）耐震性貯水槽

 

委員会で付託された令和４年度一般会計
補正予算（関係分）、さつま町上水道事
業会計補正予算１件が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、意
見などを掲載しています。

 

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　集
落
営
農
組
織
は

ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
て
活
性
化
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
か

答
　
５
年
計
画
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
お
り
、

農
地
の
集
積
、
事
業
の
周

年
化
、
高
収
益
作
物
へ
の

取
組
な
ど
を
掲
げ
、
集
落

営
農
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。

 問
　折
小
野
中
継
ポ
ン

プ
か
ら
の
異
音
に
つ
い

て
給
水
へ
の
影
響
は
な

い
の
か

答
　
２
基
の
ポ
ン
プ
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

１
基
か
ら
異
音
が
す
る
が

ポ
ン
プ
能
力
に
問
題
は
な

い
。
し
か
し
、
安
全
性
を

確
保
す
る
こ
と
か
ら
正
常

な
１
基
の
み
で
運
転
し
て

お
り
、
給
水
へ
の
影
響
は

な
い
。

問
　林
地
台
帳
シ
ス
テ

ム
連
動
高
精
度
受
信
機

を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
山
林
の
管
理
が
困
難

な
た
め
町
で
管
理
を
し
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

れ
ば
町
が
一
定
期
間
預
か

っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
ま
で
時
間
の

か
か
っ
て
い
た
境
界
の
把

握
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
端
末
を
活
用
す
る
。

問
　柏
原
小
学
校
の
大

規
模
改
修
に
伴
う
柏
原

小
学
校
児
童
の
旧
流
水

小
学
校
へ
の
バ
ス
送
迎

は
問
題
な
く
運
行
で
き

て
い
る
か

答
　
教
育
委
員
会
職
員
や

学
校
職
員
で
バ
ス
停
や
校

門
な
ど
か
ら
安
全
確
認
を

し
て
お
り
、
ま
た
地
域
の

方
々
も
見
守
り
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
登
下
校
の

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
自
治
体
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
は
、
事

業
者
支
援
な
の
か
生
活

者
支
援
な
の
か

答
　
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
地
域
経
済
を

活
性
化
し
、
町
内
の
事
業

者
を
応
援
す
る
た
め
に
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。

 

常任委員会審査

委員長　新改幸一
副委員長　上久保澄雄
委　員　橋之口富雄
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　古田昌也
委　員　川口憲男
委　員　柏木幸平

文教経済
常任委員会

 

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

 問
　社
員
用
住
宅
用
地

取
得
費
・
建
設
費
及
び

リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
は
、

何
件
程
度
の
住
宅
取
得

を
見
込
ん
で
い
る
か

答
　
早
急
に
実
施
さ
れ
る

話
で
は
な
い
が
、
新
築
２

件
、
既
存
住
宅
１
件
の
希

望
が
あ
る
。
ま
た
、
10
月

か
ら
の
事
業
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
事
業
概
要
に

つ
い
て
町
内
企
業
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。 

 

令
和
４
年
度
さ
つ
ま
町

上
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（53-1111）にお問い合わせください。

令和４年第４回(12月)定例会は12月２日開会予定です。

○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。　

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画
面のページが表示されます。

１２月定例会予定 議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      
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常任委員会審査



委員会で付託された条例改正１件、
令和４年度一般会計（関係分）及び
特別会計の補正予算１件、請願１件
が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　育
休
取
得
の
た
め

の
職
員
配
置
や
再
任
用

職
員
の
活
用
は

答
　
本
人
が
育
休
取
得
を

た
め
ら
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

な
ら
な
い
よ
う
に
職
員
配

置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
再
任
用
職

員
の
職
の
在
り
方
や
会
計

年
度
任
用
職
員
の
担
う
べ

き
役
割
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
い
、
併
せ
て
研
修
等

で
職
員
と
し
て
の
意
識
付

け
を
行
っ
て
い
く
。

 

問
　環
境
セ
ン
タ
ー
は

築
23
年
経
過
し
て
い
る

が
改
修
箇
所
は
多
い
か

答
　
こ
れ
ま
で
も
必
要
に

応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
き

た
が
、
築
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

老
朽
化
し
て
い
る
部
分
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

機
械
が
古
く
な
り
部
品
が

製
造
中
止
の
た
め
、
次
は

修
繕
が
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
る
。

問
　役
場
本
庁
舎
電
源

ブ
レ
ー
カ
ー
は
こ
れ
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
か

答
　
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
は

庁
舎
屋
上
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
式
高
圧
受
電
設
備
の
中

に
あ
り
、
電
気
主
任
技
術

者
の
資
格
が
な
い
と
操
作

で
き
な
い
た
め
、
今
後
管

理
が
し
や
す
い
よ
う
に
ポ

ン
プ
室
内
に
別
途
設
置
を

す
る
。

問
　耐
震
性
貯
水
槽
工

事
が
予
算
不
足
と
な
っ

た
理
由
は

答
　
当
初
算
出
し
て
い
た

金
額
か
ら
入
札
時
点
で
大

き
く
値
上
が
り
を
し
て
い

た
。
値
上
が
り
の
要
因
は
、

資
材
価
格
の
高
騰
と
令
和

４
年
度
に
耐
震
性
貯
水
槽

の
規
格
変
更
が
あ
り
、
施

工
法
の
変
更
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
使
用
資
材
の
量

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

常任委員会審査

委員長　岸良光廣
副委員長　中村慎一
委　員　平山俊郎
委　員　上囿一行
委　員　森山　大
委　員　新改秀作
委　員　有川美子

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問
　法
人
町
民
税
に
還

付
金
の
発
生
し
た
要
因

で
あ
る
従
業
員
の
減
少

は
ど
れ
く
ら
い
か

答
　
該
当
法
人
は
元
々
約

６
６
０
０
人
の
従
業
員
が

お
り
、
う
ち
本
町
は
約

１
０
０
０
人
で
あ
っ
た
。

確
定
申
告
に
よ
り
、
全
体

で
約
３
７
０
０
人
、
本
町

で
約
１
１
０
人
と
な
り
、

従
業
員
割
合
が
16
％
か
ら

３
％
に
減
少
し
た
こ
と
が

税
額
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

 問
　次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
基
金
を
投
入

し
、
介
護
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
考
え
は

答
　
現
在
、
１
号
被
保
険

者
と
介
護
保
険
認
定
者
は

減
少
し
て
き
て
い
る
が
、

前
期
高
齢
者
が
介
護
の
必

要
性
が
高
ま
る
後
期
高
齢

者
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
極
端
な
値
上
げ
と
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
基

金
の
状
況
を
踏
ま
え
介
護

保
険
料
を
検
討
す
る
。

令
和
４
年
度

さ
つ
ま
町
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

 問
　法
人
町
民
税
に
償

還
金
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
る
、
今
後
の
税
収
見

込
み
と
一
般
財
源
確
保

へ
の
影
響
は

答
　
令
和
４
年
度
の
法
人

町
民
税
は
約
６
千
万
円
の

減
収
見
込
み
で
あ
る
。
一

般
財
源
の
確
保
で
は
、
今

後
も
交
付
税
の
減
額
が
見

込
ま
れ
、
自
主
財
源
の
確

保
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握

・
滞
納
整
理
に
よ
る
徴
収

強
化
な
ど
に
よ
る
税
収
の

確
保
、
併
せ
て
お
金
を
生

む
・
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

半地下式（埋設型）耐震性貯水槽

 

委員会で付託された令和４年度一般会計
補正予算（関係分）、さつま町上水道事
業会計補正予算１件が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、意
見などを掲載しています。

 

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　集
落
営
農
組
織
は

ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
て
活
性
化
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
か

答
　
５
年
計
画
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
お
り
、

農
地
の
集
積
、
事
業
の
周

年
化
、
高
収
益
作
物
へ
の

取
組
な
ど
を
掲
げ
、
集
落

営
農
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。

 問
　折
小
野
中
継
ポ
ン

プ
か
ら
の
異
音
に
つ
い

て
給
水
へ
の
影
響
は
な

い
の
か

答
　
２
基
の
ポ
ン
プ
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

１
基
か
ら
異
音
が
す
る
が

ポ
ン
プ
能
力
に
問
題
は
な

い
。
し
か
し
、
安
全
性
を

確
保
す
る
こ
と
か
ら
正
常

な
１
基
の
み
で
運
転
し
て

お
り
、
給
水
へ
の
影
響
は

な
い
。

問
　林
地
台
帳
シ
ス
テ

ム
連
動
高
精
度
受
信
機

を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
山
林
の
管
理
が
困
難

な
た
め
町
で
管
理
を
し
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

れ
ば
町
が
一
定
期
間
預
か

っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
ま
で
時
間
の

か
か
っ
て
い
た
境
界
の
把

握
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
端
末
を
活
用
す
る
。

問
　柏
原
小
学
校
の
大

規
模
改
修
に
伴
う
柏
原

小
学
校
児
童
の
旧
流
水

小
学
校
へ
の
バ
ス
送
迎

は
問
題
な
く
運
行
で
き

て
い
る
か

答
　
教
育
委
員
会
職
員
や

学
校
職
員
で
バ
ス
停
や
校

門
な
ど
か
ら
安
全
確
認
を

し
て
お
り
、
ま
た
地
域
の

方
々
も
見
守
り
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
登
下
校
の

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
自
治
体
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
は
、
事

業
者
支
援
な
の
か
生
活

者
支
援
な
の
か

答
　
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
地
域
経
済
を

活
性
化
し
、
町
内
の
事
業

者
を
応
援
す
る
た
め
に
取

り
組
む
計
画
で
あ
る
。

 

常任委員会審査

委員長　新改幸一
副委員長　上久保澄雄
委　員　橋之口富雄
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　古田昌也
委　員　川口憲男
委　員　柏木幸平

文教経済
常任委員会

 

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

 問
　社
員
用
住
宅
用
地

取
得
費
・
建
設
費
及
び

リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
は
、

何
件
程
度
の
住
宅
取
得

を
見
込
ん
で
い
る
か

答
　
早
急
に
実
施
さ
れ
る

話
で
は
な
い
が
、
新
築
２

件
、
既
存
住
宅
１
件
の
希

望
が
あ
る
。
ま
た
、
10
月

か
ら
の
事
業
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
事
業
概
要
に

つ
い
て
町
内
企
業
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。 

 

令
和
４
年
度
さ
つ
ま
町

上
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（53-1111）にお問い合わせください。

令和４年第４回(12月)定例会は12月２日開会予定です。

○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。　

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画
面のページが表示されます。

１２月定例会予定 議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      
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平山 俊郎 議員

武道教育の道着は

教育長／道着の貸し出しを検討

一般質問

 

問
　中学
校
の
必
修
科

　
　目
に
宮
之
城
中
学
校

で
は
、
柔
道
を
選
択
し
て

い
る
。
柔
道
着
の
購
入
は

個
人
負
担
で
、
保
護
者
か

ら
「
卒
業
時
に
は
き
れ
い

で
あ
る
」
「
他
に
使
い
道

も
な
く
困
っ
て
い
る
」
等

の
声
が
あ
る
。
今
後
、
学

校
で
備
品
と
し
て
購
入
し
、

貸
し
出
す
等
の
考
え
は
な

い
か
。

旧薩摩中学校に保管されている柔道着

答
　現
在
、
宮
之
城
中

　
　
学
校
で
は
卒
業
生
か

ら
制
服
や
指
定
カ
バ
ン
等

を
譲
り
受
け
る
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
も
柔
道
着
の
貸

出
し
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
中
学
校
再
編

前
か
ら
の
柔
道
着
も
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
様

の
取
組
が
で
き
る
よ
う
に

中
学
校
に
情
報
提
供
し
て

い
く
。

有
効
活
用

橋之口 富雄 議員

生ごみの異物混入対策は

町長／周知の徹底をする

ご
み
問
題

問
　家
庭
生
ご
み
に
異

　
　物
が
混
入
し
て
肥
料

に
出
来
て
い
な
い
と
聞
く
。

異
物
混
入
さ
せ
な
い
た
め

に
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
肥
料
の
無
料

配
布
が
で
き
て
い
な
い
現

状
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　防
災
行
政
無
線
や

　
　
各
公
民
会
放
送
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
収
集
後
に
受
入
事

業
者
に
お
い
て
、
異
物
の

除
去
を
行
っ
て
い
る
。
肥

料
の
配
布
が
出
来
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
今

後
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
の
た
め
に
も
、
家
庭
菜

園
な
ど
の
肥
料
と
し
て
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
　生
ご
み
の
リ
サ
イ

　
　ク
ル
率
は
現
在
何
パ

ー
セ
ン
ト
な
の
か
。
ま
た
、

目
標
は
設
定
し
て
い
る
の

か
、
配
布
で
き
な
か
っ
た

肥
料
は
県
内
の
業
者
が
処

理
を
し
て
い
る
と
聞
く
が

実
情
は
ど
う
な
の
か
。

答
　生
ご
み
の
リ
サ
イ

　
　
ク
ル
率
は
収
集
量
で

令
和
２
年
度
10
・
４
％
、

令
和
３
年
度
11
・
５
％
だ

っ
た
。
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
で
は
、
可
燃
・

不
燃
・
資
源
ご
み
の
収
集

量
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

配
布
で
き
な
か
っ
た
肥
料

は
受
け
入
れ
業
者
の
堆
肥

化
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。

配布できない肥料は
町長／受け入れ業者が保管

生ごみの堆肥化施設

どうぎ

平山　俊郎（7ページ）

・宮之城中学校の武道教育に
　ついて

川口　憲男（9ページ）
・地域の活性化について
・限界集落への対応策に
　ついて

柏木　幸平（12ページ）
・障がい者、高齢者の福祉対策
　と支援について
・男性の育休取得について

平八重 光輝（13ページ）

・やさしさ日本一の町について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

平山 俊郎
新改 秀作
川口 憲男
古田 昌也
橋之口 富雄

有川 美子
柏木 幸平
平八重 光輝

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、各議員から提出された原稿を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

新改　秀作（8ページ）
・町民の健康増進を図るための
　施設の在り方について
・夏休みの在り方について

古田　昌也（10ページ）
・役場職員の人材育成について
・民間事業者への財産の譲渡や
　行政支援について

有川　美子（11ページ）
・退職自衛官の再就職支援について
・男女共同参画の推進について
・英語検定の補助対象外者について

橋之口 富雄（7ページ）

・生ごみ処理について

※一般質問に関する記事の
掲載順番が一部、一般質問
を行った順番とは異なって
いますのでご注意ください。
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平山 俊郎 議員

武道教育の道着は

教育長／道着の貸し出しを検討

一般質問

 

問
　中学
校
の
必
修
科

　
　目
に
宮
之
城
中
学
校

で
は
、
柔
道
を
選
択
し
て

い
る
。
柔
道
着
の
購
入
は

個
人
負
担
で
、
保
護
者
か

ら
「
卒
業
時
に
は
き
れ
い

で
あ
る
」
「
他
に
使
い
道

も
な
く
困
っ
て
い
る
」
等

の
声
が
あ
る
。
今
後
、
学

校
で
備
品
と
し
て
購
入
し
、

貸
し
出
す
等
の
考
え
は
な

い
か
。

旧薩摩中学校に保管されている柔道着

答
　現
在
、
宮
之
城
中

　
　
学
校
で
は
卒
業
生
か

ら
制
服
や
指
定
カ
バ
ン
等

を
譲
り
受
け
る
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
も
柔
道
着
の
貸

出
し
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
中
学
校
再
編

前
か
ら
の
柔
道
着
も
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
様

の
取
組
が
で
き
る
よ
う
に

中
学
校
に
情
報
提
供
し
て

い
く
。

有
効
活
用

橋之口 富雄 議員

生ごみの異物混入対策は

町長／周知の徹底をする

ご
み
問
題

問
　家
庭
生
ご
み
に
異

　
　物
が
混
入
し
て
肥
料

に
出
来
て
い
な
い
と
聞
く
。

異
物
混
入
さ
せ
な
い
た
め

に
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
肥
料
の
無
料

配
布
が
で
き
て
い
な
い
現

状
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　防
災
行
政
無
線
や

　
　
各
公
民
会
放
送
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
収
集
後
に
受
入
事

業
者
に
お
い
て
、
異
物
の

除
去
を
行
っ
て
い
る
。
肥

料
の
配
布
が
出
来
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
今

後
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
の
た
め
に
も
、
家
庭
菜

園
な
ど
の
肥
料
と
し
て
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
　生
ご
み
の
リ
サ
イ

　
　ク
ル
率
は
現
在
何
パ

ー
セ
ン
ト
な
の
か
。
ま
た
、

目
標
は
設
定
し
て
い
る
の

か
、
配
布
で
き
な
か
っ
た

肥
料
は
県
内
の
業
者
が
処

理
を
し
て
い
る
と
聞
く
が

実
情
は
ど
う
な
の
か
。

答
　生
ご
み
の
リ
サ
イ

　
　
ク
ル
率
は
収
集
量
で

令
和
２
年
度
10
・
４
％
、

令
和
３
年
度
11
・
５
％
だ

っ
た
。
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
で
は
、
可
燃
・

不
燃
・
資
源
ご
み
の
収
集

量
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

配
布
で
き
な
か
っ
た
肥
料

は
受
け
入
れ
業
者
の
堆
肥

化
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。

配布できない肥料は
町長／受け入れ業者が保管

生ごみの堆肥化施設

どうぎ

平山　俊郎（7ページ）

・宮之城中学校の武道教育に
　ついて

川口　憲男（9ページ）
・地域の活性化について
・限界集落への対応策に
　ついて

柏木　幸平（12ページ）
・障がい者、高齢者の福祉対策
　と支援について
・男性の育休取得について

平八重 光輝（13ページ）

・やさしさ日本一の町について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

平山 俊郎
新改 秀作
川口 憲男
古田 昌也
橋之口 富雄

有川 美子
柏木 幸平
平八重 光輝

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、各議員から提出された原稿を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

新改　秀作（8ページ）
・町民の健康増進を図るための
　施設の在り方について
・夏休みの在り方について

古田　昌也（10ページ）
・役場職員の人材育成について
・民間事業者への財産の譲渡や
　行政支援について

有川　美子（11ページ）
・退職自衛官の再就職支援について
・男女共同参画の推進について
・英語検定の補助対象外者について

橋之口 富雄（7ページ）

・生ごみ処理について

※一般質問に関する記事の
掲載順番が一部、一般質問
を行った順番とは異なって
いますのでご注意ください。
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宮之城屋内温泉プール

宮之城トレーニングセンター（外観）
とトレーニング室内

※
そ
の
他
の
質
問

　
夏
休
み
の
在
り
方

  

に
つ
い
て

新改 秀作 議員

トレセンの管理運営は

教育長／効率的な運営に努める

施
設
管
理

 

一般質問

問
　
施
設
の
維
持
ま
た

　
　
指
導
員
育
成
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で

き
る
総
合
的
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
取
組
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
方
法
及
び
利
用
状
況
は
。

答
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　
　
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

は
会
計
年
度
任
用
職
員
が

行
い
、
受
付
業
務
は
令
和

３
年
４
月
よ
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
の

利
用
者
数
は
３
３
８
８
人

で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
者
数
は
１
６
７

人
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。

問
　
町
民
の
健
康
増
進

　
　
の
た
め
基
本
的
な
考

え
方
と
、
２
つ
の
施
設
に

つ
い
て
問
う
。

　
宮
之
城
屋
内
温
泉
プ
ー

ル
の
運
営
方
法
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

そ
し
て
プ
ー
ル
か
ら
の
排

水
は
近
隣
へ
害
は
な
い
か
。

答
　
基
本
的
に
は
「
さ  

　
　
つ
ま
町
総
合
振
興
計

画
」
の
中
で
健
康
増
進
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
令

和
３
年
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
等
も
あ
り
、
利

用
者
は
１
万
９
千
人
程
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル

の
排
水
は
残
留
塩
素
を
中

和
し
て
い
る
の
で
安
全
性

に
問
題
は
な
い
。

健
康
増
進

温泉プールの管理等は

教育長／効率的な施設利用を研究

問
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　
　
ン
タ
ー
の
器
具
は
十

分
そ
ろ
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

　
　
具
は
設
置
し
て
あ
る

が
、
老
朽
化
に
よ
り
壊
れ

て
い
る
物
も
あ
る
。
利
用

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

予
算
等
も
考
慮
し
て
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
　
学
校
の
プ
ー
ル
に

　
　
つ
い
て
は
、
維
持
費

ま
た
指
導
者
等
の
問
題
が

あ
る
。
そ
こ
で
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
い
る
プ
ー
ル
で
の
授

業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
の
町
営
プ
ー

ル
の
運
営
方
針
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
町
の
学
校
全
て

　
　
に
プ
ー
ル
が
あ
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

現
在
、
２
つ
の
学
校
が
Ｂ

＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
授
業
で
利

用
し
て
い
る
。
水
泳
は
学

校
の
必
須
科
目
の
た
め
、

維
持
管
理
費
や
効
率
的
な

施
設
利
用
に
つ
い
て
研
究

・
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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川口 憲男 議員

公民館等への支援策は

町長／課題解決に取り組む

集
落
支
援

一般質問

問
　区
公
民
館
・
公
民

　
　会
へ
の
支
援
策
は
現

状
で
十
分
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。
人
口
減
少
で

地
域
で
は
財
政
負
担
も
増

え
て
い
る
。
積
立
等
の
施

策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

現
状
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
新
た
な
施
策
・
支
援

を
す
る
考
え
は
。

　
　
　
答
　地
域
担
当
職
員
を

　
　
配
置
し
、
20
公
民
館

と
１
２
９
公
民
会
に
対
し
、

補
助
金
等
の
交
付
を
し
て

い
る
。
現
在
の
支
援
策
で

十
分
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
自
治
会
に
お
い
て
出

来
る
だ
け
住
民
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
よ
う
に
、
地

域
の
問
題
解
決
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　全
て
の
公
民
館
が

　
　近
い
将
来
自
主
管
理

の
方
向
と
な
る
。
今
後
も

役
員
選
出
等
や
、
財
政
的

に
も
厳
し
い
運
営
が
予
想

さ
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

の
地
域
活
性
化
策
へ
の
取

組
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
支
援
策
が
重
要
と
考

え
る
が
。

答
　令
和
７
年
度
末
で

　
　
全
て
の
区
公
民
館
が

管
理
運
営
す
る
自
治
公
民

館
へ
移
行
を
進
め
る
。
公

民
館
施
設
整
備
補
助
金
等
、

地
域
の
活
力
・
活
動
の
活

性
化
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

支
援
の
充
実
を
図
り
、
魅

力
あ
る
地
域
の
形
成
に
努

め
る
。

町内２０区で開催される町政座談会の様子（湯田区）

公
民
館
の
管
理
運
営
は

町
長
／
地
域
活
動
の
推
進
を
支
援

限界集落への対応策は

町長／地域の特性を活かして

地
域
対
策

問
　人
口
減
対
策
に
つ

　
　い
て
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
は
区
も
限

界
と
呼
ば
れ
る
状
況
に
な

り
か
ね
な
い
。
ふ
る
さ
と

が
人
を
引
き
付
け
る
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
課
題
取
組
へ
の
考
え
は
。

　
　
　
答
　将
来
に
わ
た
り
、

　
　
持
続
可
能
な
集
落
維

持
に
は
、
移
住
・
定
住
と

若
者
の
流
出
抑
制
、
そ
し

て
人
を
引
き
付
け
る
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
に
各
地

域
が
特
性
を
活
か
し
て
、

地
域
主
体
で
進
め
る
事
が

大
事
と
考
え
る
。

さつま町の人口の推移
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一般質問



宮之城屋内温泉プール

宮之城トレーニングセンター（外観）
とトレーニング室内

※
そ
の
他
の
質
問

　
夏
休
み
の
在
り
方

  

に
つ
い
て

新改 秀作 議員

トレセンの管理運営は

教育長／効率的な運営に努める

施
設
管
理

 

一般質問

問
　
施
設
の
維
持
ま
た

　
　
指
導
員
育
成
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で

き
る
総
合
的
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
取
組
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
方
法
及
び
利
用
状
況
は
。

答
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　
　
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

は
会
計
年
度
任
用
職
員
が

行
い
、
受
付
業
務
は
令
和

３
年
４
月
よ
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
の

利
用
者
数
は
３
３
８
８
人

で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
者
数
は
１
６
７

人
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。

問
　
町
民
の
健
康
増
進

　
　
の
た
め
基
本
的
な
考

え
方
と
、
２
つ
の
施
設
に

つ
い
て
問
う
。

　
宮
之
城
屋
内
温
泉
プ
ー

ル
の
運
営
方
法
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

そ
し
て
プ
ー
ル
か
ら
の
排

水
は
近
隣
へ
害
は
な
い
か
。

答
　
基
本
的
に
は
「
さ  

　
　
つ
ま
町
総
合
振
興
計

画
」
の
中
で
健
康
増
進
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
令

和
３
年
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
等
も
あ
り
、
利

用
者
は
１
万
９
千
人
程
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル

の
排
水
は
残
留
塩
素
を
中

和
し
て
い
る
の
で
安
全
性

に
問
題
は
な
い
。

健
康
増
進

温泉プールの管理等は

教育長／効率的な施設利用を研究

問
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　
　
ン
タ
ー
の
器
具
は
十

分
そ
ろ
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

　
　
具
は
設
置
し
て
あ
る

が
、
老
朽
化
に
よ
り
壊
れ

て
い
る
物
も
あ
る
。
利
用

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら

予
算
等
も
考
慮
し
て
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
　
学
校
の
プ
ー
ル
に

　
　
つ
い
て
は
、
維
持
費

ま
た
指
導
者
等
の
問
題
が

あ
る
。
そ
こ
で
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
い
る
プ
ー
ル
で
の
授

業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
の
町
営
プ
ー

ル
の
運
営
方
針
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
町
の
学
校
全
て

　
　
に
プ
ー
ル
が
あ
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

現
在
、
２
つ
の
学
校
が
Ｂ

＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
授
業
で
利

用
し
て
い
る
。
水
泳
は
学

校
の
必
須
科
目
の
た
め
、

維
持
管
理
費
や
効
率
的
な

施
設
利
用
に
つ
い
て
研
究

・
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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川口 憲男 議員

公民館等への支援策は

町長／課題解決に取り組む

集
落
支
援

一般質問

問
　区
公
民
館
・
公
民

　
　会
へ
の
支
援
策
は
現

状
で
十
分
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。
人
口
減
少
で

地
域
で
は
財
政
負
担
も
増

え
て
い
る
。
積
立
等
の
施

策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

現
状
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
新
た
な
施
策
・
支
援

を
す
る
考
え
は
。

　
　
　
答
　地
域
担
当
職
員
を

　
　
配
置
し
、
20
公
民
館

と
１
２
９
公
民
会
に
対
し
、

補
助
金
等
の
交
付
を
し
て

い
る
。
現
在
の
支
援
策
で

十
分
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
自
治
会
に
お
い
て
出

来
る
だ
け
住
民
の
負
担
軽

減
に
繋
が
る
よ
う
に
、
地

域
の
問
題
解
決
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　全
て
の
公
民
館
が

　
　近
い
将
来
自
主
管
理

の
方
向
と
な
る
。
今
後
も

役
員
選
出
等
や
、
財
政
的

に
も
厳
し
い
運
営
が
予
想

さ
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

の
地
域
活
性
化
策
へ
の
取

組
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
支
援
策
が
重
要
と
考

え
る
が
。

答
　令
和
７
年
度
末
で

　
　
全
て
の
区
公
民
館
が

管
理
運
営
す
る
自
治
公
民

館
へ
移
行
を
進
め
る
。
公

民
館
施
設
整
備
補
助
金
等
、

地
域
の
活
力
・
活
動
の
活

性
化
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

支
援
の
充
実
を
図
り
、
魅

力
あ
る
地
域
の
形
成
に
努

め
る
。

町内２０区で開催される町政座談会の様子（湯田区）

公
民
館
の
管
理
運
営
は

町
長
／
地
域
活
動
の
推
進
を
支
援

限界集落への対応策は

町長／地域の特性を活かして

地
域
対
策

問
　人
口
減
対
策
に
つ

　
　い
て
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
は
区
も
限

界
と
呼
ば
れ
る
状
況
に
な

り
か
ね
な
い
。
ふ
る
さ
と

が
人
を
引
き
付
け
る
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
課
題
取
組
へ
の
考
え
は
。

　
　
　
答
　将
来
に
わ
た
り
、

　
　
持
続
可
能
な
集
落
維

持
に
は
、
移
住
・
定
住
と

若
者
の
流
出
抑
制
、
そ
し

て
人
を
引
き
付
け
る
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
に
各
地

域
が
特
性
を
活
か
し
て
、

地
域
主
体
で
進
め
る
事
が

大
事
と
考
え
る
。

さつま町の人口の推移
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一般質問



町長の掲げる６つの実行目標

・「安全で安心して暮らせるまち
ちづくり」

・「稼げる農林業・商工業の推進」
・「学校、家庭教育の充実と地域
振興」

・「さつま町で産み、育て、安心
して暮らせるまちづくり」

・「交流、関係人口増対策」
・「行政改革の推進」

古田 昌也 議員

民間等への職員派遣を

町長／積極的な検討を指示

職
員
派
遣

 

 

一般質問

問
　役
場
職
員
の
業
務

　
　内
容
が
多
様
化
す
る

現
在
に
お
い
て
、
民
間
企

業
と
の
関
わ
り
合
い
も
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

ま
で
県
や
国
へ
の
出
向
な

ど
は
み
ら
れ
る
が
、
民
間

企
業
や
各
種
団
体
へ
の
出

向
や
派
遣
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　本
町
は
現
在
の
と

　
　
こ
ろ
民
間
企
業
へ
の

派
遣
実
績
は
な
い
。
し
か

し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中

で
新
し
い
時
代
に
対
応
で

き
る
職
員
育
成
（
専
門
性

の
向
上
）
を
掲
げ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
出
向
や
派

遣
の
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
検
討
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。

問
　民
間
企
業
か
ら
の

　
　出
向
者
を
配
置
し
て

い
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
の
導
入
効
果
は
ど
う
か
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
に
は
広
く
意
見
の

集
約
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
　町
民
の
利
便
性
を

　
　
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
効
率
化
を
図
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は

行
政
事
務
を
熟
知
し
て
い

る
職
員
な
ど
、
組
織
内
の

枠
組
み
を
超
え
た
横
の
連

携
を
強
め
て
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
着
実
に
進
め
て
い

く
。

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
か
ず
、
民
間
事
業
者
は

不
安
定
な
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の

経
済
支
援
の
観
点
か
ら
、

町
が
保
有
し
て
い
る
財
産

を
譲
渡
や
低
料
金
で
貸
出

し
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
要
望

は
な
い
か
。

答
　遊
休
施
設
（
普
通

　
　
財
産
）
が
増
え
つ
つ

あ
り
、
ま
た
全
国
的
に
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
も
数
件
そ
の
よ

う
な
要
望
が
あ
り
、
当
初

の
目
的
を
終
え
た
遊
休
施

設
に
つ
い
て
は
、
売
却
な

ど
有
効
活
用
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
や
財
源
の
確

保
、
施
設
の
維
持
管
理
費

の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

民間からの出向効果は

町長／連携・協力が不可欠

財
産
活
用

町有財産の活用は

町長／要望に応じて検討

町長マニフェスト

代表的な遊休施設
さつま町公設地方卸売市場

（旧水産部）

有川　美子 議員

自衛官の再就職支援を

町長／新たに取り組む

人
材
確
保

一般質問

問
　
若
年
で
退
職
さ
れ

　
　
る
自
衛
官
や
若
者
へ
、

本
町
が
ど
れ
だ
け
の
受
け

皿
を
用
意
で
き
る
か
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
担

い
手
不
足
の
職
種
に
お
い

て
、
自
衛
官
向
け
の
就
業

体
験
を
実
施
し
、
人
材
を

確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
就
業
体
験
の
実
施

　
　
に
つ
い
て
は
、
自
衛

隊
員
に
限
定
し
た
内
容
を

実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

幅
広
い
人
た
ち
を
対
象
と

し
て
い
る
中
で
、
自
衛
隊

員
が
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極

的
に
紹
介
、
今
後
更
に
、

人
材
の
確
保
や
移
住
定
住

の
強
化
が
図
れ
る
よ
う
、

取
り
組
む
。

問
　
自
衛
官
の
退
職
時

　
　
期
は
大
き
く
２
通
り

で
、
20
歳
代
〜
30
歳
代
と

い
う
若
年
で
の
任
期
満
了

退
職
と
、
50
歳
代
半
ば
で

の
定
年
退
職
だ
。
国
防
と

い
う
重
責
を
担
わ
れ
た
皆

様
に
、
人
も
や
さ
し
く
、

自
然
豊
か
な
本
町
で
疲
れ

を
癒
し
、
本
町
で
再
就
職

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
再

就
職
支
援
活
動
の
実
状
及

び
今
後
の
支
援
活
動
の
考

え
は
。

答
　
退
職
自
衛
官
を
対

　
　
象
と
し
た
再
就
職
支

援
活
動
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
製
造
業
に
関
す
る

会
社
の
概
要
や
求
人
に
関

す
る
状
況
、
農
業
・
就
業

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
本
町
も

第
２
の
人
生
を
過
ご
す
候

補
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
様
々
な
職
種
に

お
い
て
ご
活
躍
い
た
だ
け

れ
ば
有
り
難
い
。

職員研修は十分か

町長／新規採用時と毎年実施

意
識
改
革

問
　
重
点
目
標
の
施
策
、

　
　
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る「
社
会
づ
く
り
」

の
基
本
方
向
「
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進
」は
、大
切
な
取
組

で
あ
り
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
公
民
共
に
重
要
で

あ
る
。男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
役
場
職
員
の
研
修

は
十
分
か
、
そ
の
実
施
状

況
は
。

答
　
毎
年
、
す
べ
て
の

　
　
新
規
採
用
職
員
が
、

男
女
共
同
参
画
の
基
本
と

な
る
研
修
を
受
講
。
ま
た
、

町
独
自
に
毎
年
１
回
の
人

権
啓
発
研
修
を
実
施
。
こ

の
研
修
で
は
、
家
庭
で
の

固
定
的
性
別
役
割
意
識
や

職
場
で
の
男
女
格
差
の
解

消
、
男
女
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
内
容
が
含

ま
れ
て
お
り
、
考
え
方
を

学
ぶ
一
つ
の
機
会
と
捉
え

て
い
る
。

町職員人権研修会

※
そ
の
他
の
質
問

・
英
語
検
定
の
補
助
対
象
外
者
に
つ
い
て

自衛官向け就業体験を
町長／
　　積極的に紹介していく

問
　
県
は
、
地
域
で
活

　
　
動
す
る
人
材
と
し
て

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

本
町
の
推
進
員
の
実
績
や

活
動
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
現
在
１
名
が
県
よ

　
　
り
委
嘱
さ
れ
、
そ
の

活
動
内
容
は
、
公
民
会
や

学
校
な
ど
で
の
講
話
を
通

じ
た
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
周
知
・

啓
発
活
動
や
県
・
市
町
村

が
行
う
施
策
推
進
へ
の
協

力
な
ど
が
主
で
あ
る
。
今

後
、
男
女
共
同
参
画
の
理

解
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

新
た
な
推
進
員
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。

地
域
で
活
躍
す
る

　
　
　
　
人
材
は

町
長
／

新
た
な
確
保
が
必
要
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町長の掲げる６つの実行目標

・「安全で安心して暮らせるまち
ちづくり」

・「稼げる農林業・商工業の推進」
・「学校、家庭教育の充実と地域
振興」

・「さつま町で産み、育て、安心
して暮らせるまちづくり」

・「交流、関係人口増対策」
・「行政改革の推進」

古田 昌也 議員

民間等への職員派遣を

町長／積極的な検討を指示

職
員
派
遣

 

 

一般質問

問
　役
場
職
員
の
業
務

　
　内
容
が
多
様
化
す
る

現
在
に
お
い
て
、
民
間
企

業
と
の
関
わ
り
合
い
も
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

ま
で
県
や
国
へ
の
出
向
な

ど
は
み
ら
れ
る
が
、
民
間

企
業
や
各
種
団
体
へ
の
出

向
や
派
遣
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　本
町
は
現
在
の
と

　
　
こ
ろ
民
間
企
業
へ
の

派
遣
実
績
は
な
い
。
し
か

し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中

で
新
し
い
時
代
に
対
応
で

き
る
職
員
育
成
（
専
門
性

の
向
上
）
を
掲
げ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
出
向
や
派

遣
の
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
検
討
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。

問
　民
間
企
業
か
ら
の

　
　出
向
者
を
配
置
し
て

い
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
の
導
入
効
果
は
ど
う
か
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
に
は
広
く
意
見
の

集
約
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
　町
民
の
利
便
性
を

　
　
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
効
率
化
を
図
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は

行
政
事
務
を
熟
知
し
て
い

る
職
員
な
ど
、
組
織
内
の

枠
組
み
を
超
え
た
横
の
連

携
を
強
め
て
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
着
実
に
進
め
て
い

く
。

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
か
ず
、
民
間
事
業
者
は

不
安
定
な
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の

経
済
支
援
の
観
点
か
ら
、

町
が
保
有
し
て
い
る
財
産

を
譲
渡
や
低
料
金
で
貸
出

し
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
要
望

は
な
い
か
。

答
　遊
休
施
設
（
普
通

　
　
財
産
）
が
増
え
つ
つ

あ
り
、
ま
た
全
国
的
に
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
も
数
件
そ
の
よ

う
な
要
望
が
あ
り
、
当
初

の
目
的
を
終
え
た
遊
休
施

設
に
つ
い
て
は
、
売
却
な

ど
有
効
活
用
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
や
財
源
の
確

保
、
施
設
の
維
持
管
理
費

の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

民間からの出向効果は

町長／連携・協力が不可欠

財
産
活
用

町有財産の活用は

町長／要望に応じて検討

町長マニフェスト

代表的な遊休施設
さつま町公設地方卸売市場

（旧水産部）

有川　美子 議員

自衛官の再就職支援を

町長／新たに取り組む

人
材
確
保

一般質問

問
　
若
年
で
退
職
さ
れ

　
　
る
自
衛
官
や
若
者
へ
、

本
町
が
ど
れ
だ
け
の
受
け

皿
を
用
意
で
き
る
か
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
担

い
手
不
足
の
職
種
に
お
い

て
、
自
衛
官
向
け
の
就
業

体
験
を
実
施
し
、
人
材
を

確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
就
業
体
験
の
実
施

　
　
に
つ
い
て
は
、
自
衛

隊
員
に
限
定
し
た
内
容
を

実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

幅
広
い
人
た
ち
を
対
象
と

し
て
い
る
中
で
、
自
衛
隊

員
が
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極

的
に
紹
介
、
今
後
更
に
、

人
材
の
確
保
や
移
住
定
住

の
強
化
が
図
れ
る
よ
う
、

取
り
組
む
。

問
　
自
衛
官
の
退
職
時

　
　
期
は
大
き
く
２
通
り

で
、
20
歳
代
〜
30
歳
代
と

い
う
若
年
で
の
任
期
満
了

退
職
と
、
50
歳
代
半
ば
で

の
定
年
退
職
だ
。
国
防
と

い
う
重
責
を
担
わ
れ
た
皆

様
に
、
人
も
や
さ
し
く
、

自
然
豊
か
な
本
町
で
疲
れ

を
癒
し
、
本
町
で
再
就
職

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
再

就
職
支
援
活
動
の
実
状
及

び
今
後
の
支
援
活
動
の
考

え
は
。

答
　
退
職
自
衛
官
を
対

　
　
象
と
し
た
再
就
職
支

援
活
動
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
製
造
業
に
関
す
る

会
社
の
概
要
や
求
人
に
関

す
る
状
況
、
農
業
・
就
業

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
本
町
も

第
２
の
人
生
を
過
ご
す
候

補
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
様
々
な
職
種
に

お
い
て
ご
活
躍
い
た
だ
け

れ
ば
有
り
難
い
。

職員研修は十分か

町長／新規採用時と毎年実施

意
識
改
革

問
　
重
点
目
標
の
施
策
、

　
　
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る「
社
会
づ
く
り
」

の
基
本
方
向
「
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進
」は
、大
切
な
取
組

で
あ
り
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
公
民
共
に
重
要
で

あ
る
。男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
役
場
職
員
の
研
修

は
十
分
か
、
そ
の
実
施
状

況
は
。

答
　
毎
年
、
す
べ
て
の

　
　
新
規
採
用
職
員
が
、

男
女
共
同
参
画
の
基
本
と

な
る
研
修
を
受
講
。
ま
た
、

町
独
自
に
毎
年
１
回
の
人

権
啓
発
研
修
を
実
施
。
こ

の
研
修
で
は
、
家
庭
で
の

固
定
的
性
別
役
割
意
識
や

職
場
で
の
男
女
格
差
の
解

消
、
男
女
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
な
ど
、
女
性
の

人
権
に
関
す
る
内
容
が
含

ま
れ
て
お
り
、
考
え
方
を

学
ぶ
一
つ
の
機
会
と
捉
え

て
い
る
。

町職員人権研修会

※
そ
の
他
の
質
問

・
英
語
検
定
の
補
助
対
象
外
者
に
つ
い
て

自衛官向け就業体験を
町長／
　　積極的に紹介していく

問
　
県
は
、
地
域
で
活

　
　
動
す
る
人
材
と
し
て

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

本
町
の
推
進
員
の
実
績
や

活
動
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
現
在
１
名
が
県
よ

　
　
り
委
嘱
さ
れ
、
そ
の

活
動
内
容
は
、
公
民
会
や

学
校
な
ど
で
の
講
話
を
通

じ
た
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
周
知
・

啓
発
活
動
や
県
・
市
町
村

が
行
う
施
策
推
進
へ
の
協

力
な
ど
が
主
で
あ
る
。
今

後
、
男
女
共
同
参
画
の
理

解
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

新
た
な
推
進
員
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。

地
域
で
活
躍
す
る

　
　
　
　
人
材
は

町
長
／

新
た
な
確
保
が
必
要
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柏木 幸平 議員

町民にやさしい庁舎に

町長／随時改善に努める

福
祉
対
策

一般質問

問
　
本
町
の
正
面
玄
関

　
　
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
、
身
障
者
に
配
慮

し
た
手
す
り
な
ど
が
な
い
。

ま
た
、
庁
舎
南
側
の
駐
車

場
に
は
屋
根
が
な
く
、
車

い
す
で
は
濡
れ
ず
に
移
動

で
き
な
い
。
今
後
、
屋
根

付
き
駐
車
場
の
改
修
計
画

は
な
い
の
か
。

答
　
来
庁
者
が
利
用
し

　
　
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
基
本
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
誘
導
表
示
を
設
置

し
、
総
合
案
内
の
配
置
や

車
い
す
と
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

等
の
備
え
を
し
て
い
る
。

一
部
手
す
り
の
な
い
と
こ

ろ
は
、
設
置
を
検
討
す
る
。

駐
車
場
は
、
専
用
の
駐
車

場
３
台
と
歩
行
困
難
な
方

や
妊
婦
優
先
の
思
い
や
り

駐
車
場
を
設
置
し
て
る
の

で
、
利
用
状
況
を
み
て
対

応
す
る
。

問
　
１
人
あ
た
り
の
医   

　
　
療
費
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
自
分
の
健
康

維
持
や
増
進
の
た
め
、
病

院
に
通
わ
ず
、
全
額
自
費

で
身
体
的
リ
ハ
ビ
リ
を
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
も
い
る
。

高
齢
者
へ
の
鍼
灸
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
の
施
術
助
成
は

で
き
な
い
か
。

答
　
本
町
の
高
齢
化
率

　
　
は
42
％
で
あ
る
。
施

術
助
成
に
よ
る
治
療
院
等

の
利
用
促
進
に
よ
り
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
が
期
待

さ
れ
、
有
効
な
事
業
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
も
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
検
討
す
る
。

役場本庁舎南側駐車場

職員の声掛けと対応は
町長／丁寧な対応に努力

問
　
役
場
へ
来
庁
さ
れ

　
　
る
障
が
い
者
や
高
齢

者
ま
た
は
町
民
の
方
が
気

持
ち
よ
く
庁
舎
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
望
む
が
、
職

員
に
声
掛
け
し
や
す
い
環

境
や
職
員
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
本
庁
舎
で
は
、
総

　
　
合
案
内
窓
口
で
来
庁

者
へ
の
丁
寧
な
案
内
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

に
は
庁
舎
内
で
お
困
り
の

お
客
様
を
見
か
け
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
駆
け
寄
り
、

話
を
伺
い
、
丁
寧
な
対
応

に
努
め
さ
せ
て
い
る
。

高齢者に施術助成を
町長／有効事業を検討

 

男
性
職
員・教
員
の

　
　
　
　育
休
取
得
は

町
長
／
男
性
職
員
の

　
　
　
　取
得
率
は
ゼ
ロ

男性育休
問
　
改
正
育
児
・
介
護

　
　
休
業
が
、
今
年
４
月

か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
、

10
月
に
は
妻
の
産
休
期
間

に
合
わ
せ
て
取
れ
る
「
産

後
パ
パ
育
休
」
が
始
ま
る
。

職
場
の
理
解
が
得
づ
ら
い

事
な
ど
か
ら
取
得
を
た
め

ら
う
人
が
多
い
。
町
の
男

性
職
員
・
教
員
の
育
児
休

業
取
得
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
２
年
度
、
総

　
　
務
省
の
調
査
で
は
、

全
国
の
自
治
体
で
、
男
性

職
員
の
取
得
率
は
13
･
２
％

で
あ
る
。
本
町
の
状
況
は
、

女
性
職
員
で
１
０
０
％
に

対
し
、
男
性
職
員
は
０
％

で
あ
る
。
教
員
は
、
令
和

２
年
の
記
録
で
１
件
の
取

得
が
あ
る
。
出
産
補
助
休

暇
は
、
必
要
に
応
じ
取
得

し
て
い
る
。

平八重 光輝 議員

やさしさ日本一の町に

町長／積極的に推進検討

デ
ジ
タ
ル
化

 

一般質問

問
　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

　
　
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
中
、
多
く
の
機
器
や

シ
ス
テ
ム
が
利
活
用
さ
れ

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
町
民
が
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
書
か
な
い

窓
口
の
実
現
に
よ
り
、
来

庁
者
の
手
続
き
負
担
を
軽

減
す
る
。
手
書
き
不
要
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
。

答
　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

　
　
化
の
推
進
は
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
役

場
職
員
の
業
務
効
率
化
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
具
体

策
に
つ
い
て
積
極
的
に
推

進
及
び
検
討
す
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

　
　
発
展
に
よ
り
便
利
に

な
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
利
用
で
き
る
人
、
で

き
な
い
人
の
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
多
く
の
人
が
使

え
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
格

差
の
解
消
を
。

答
　
社
会
教
育
課
で

　
　
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

や
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講

座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

本
町
の
高
齢
化
率
は
42
％

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

高
齢
の
方
へ
の
配
慮
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

生
涯
学
習
講
座
の
よ
う
な

機
会
を
維
持
し
つ
つ
、
対

策
を
図
る
。

答
　
６
月
に
県
子
ど
も

　
　
支
援
課
に
お
い
て
、

新
た
な
児
童
相
談
所
の
管

轄
に
な
り
え
る
自
治
体
に

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
報
告

書
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

本
町
に
設
置
さ
れ
る
場
合

は
、
出
来
る
限
り
の
協
力

は
し
て
い
く
。
県
に
対
し

て
は
障
害
の
あ
る
方
や
子

ど
も
・
乳
幼
児
連
れ
の
方

な
ど
に
対
応
す
る
施
設
を

要
望
し
た
。

スマートフォン講座
（虎居地区公民館）

児童相談所が設置される予定の
北薩地域振興局さつま庁舎

児童相談所の設置は

町長／町への設置要望を

問
　
今
年
３
月
25
日
に

　
　
県
内
の
児
童
相
談
所

の
体
制
を
検
討
す
る
委
員

会
が
、
児
童
相
談
所
を
県

北
部
に
新
設
し
、
場
所
は

さ
つ
ま
町
が
望
ま
し
い
と

知
事
に
最
終
報
告
し
て
い

る
。
検
討
委
員
会
・
県
か

ら
連
絡
や
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
さ
つ

ま
町
の
対
応
は
。

※
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た

翌
日
の
９
月
９
日
、
鹿
児

島
県
は
２
０
２
３
年
４
月
、

さ
つ
ま
町
の
北
薩
地
域
振

興
局
さ
つ
ま
庁
舎
に
県
内

４
カ
所
目
の
児
童
相
談
所

を
開
設
す
る
方
針
を
固
め

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
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柏木 幸平 議員

町民にやさしい庁舎に

町長／随時改善に努める

福
祉
対
策

一般質問

問
　
本
町
の
正
面
玄
関

　
　
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
、
身
障
者
に
配
慮

し
た
手
す
り
な
ど
が
な
い
。

ま
た
、
庁
舎
南
側
の
駐
車

場
に
は
屋
根
が
な
く
、
車

い
す
で
は
濡
れ
ず
に
移
動

で
き
な
い
。
今
後
、
屋
根

付
き
駐
車
場
の
改
修
計
画

は
な
い
の
か
。

答
　
来
庁
者
が
利
用
し

　
　
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
基
本
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
誘
導
表
示
を
設
置

し
、
総
合
案
内
の
配
置
や

車
い
す
と
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

等
の
備
え
を
し
て
い
る
。

一
部
手
す
り
の
な
い
と
こ

ろ
は
、
設
置
を
検
討
す
る
。

駐
車
場
は
、
専
用
の
駐
車

場
３
台
と
歩
行
困
難
な
方

や
妊
婦
優
先
の
思
い
や
り

駐
車
場
を
設
置
し
て
る
の

で
、
利
用
状
況
を
み
て
対

応
す
る
。

問
　
１
人
あ
た
り
の
医   

　
　
療
費
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
自
分
の
健
康

維
持
や
増
進
の
た
め
、
病

院
に
通
わ
ず
、
全
額
自
費

で
身
体
的
リ
ハ
ビ
リ
を
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
も
い
る
。

高
齢
者
へ
の
鍼
灸
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
の
施
術
助
成
は

で
き
な
い
か
。

答
　
本
町
の
高
齢
化
率

　
　
は
42
％
で
あ
る
。
施

術
助
成
に
よ
る
治
療
院
等

の
利
用
促
進
に
よ
り
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
が
期
待

さ
れ
、
有
効
な
事
業
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
も
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
検
討
す
る
。

役場本庁舎南側駐車場

職員の声掛けと対応は
町長／丁寧な対応に努力

問
　
役
場
へ
来
庁
さ
れ

　
　
る
障
が
い
者
や
高
齢

者
ま
た
は
町
民
の
方
が
気

持
ち
よ
く
庁
舎
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
望
む
が
、
職

員
に
声
掛
け
し
や
す
い
環

境
や
職
員
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
本
庁
舎
で
は
、
総

　
　
合
案
内
窓
口
で
来
庁

者
へ
の
丁
寧
な
案
内
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

に
は
庁
舎
内
で
お
困
り
の

お
客
様
を
見
か
け
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
駆
け
寄
り
、

話
を
伺
い
、
丁
寧
な
対
応

に
努
め
さ
せ
て
い
る
。

高齢者に施術助成を
町長／有効事業を検討

 

男
性
職
員・教
員
の

　
　
　
　育
休
取
得
は

町
長
／
男
性
職
員
の

　
　
　
　取
得
率
は
ゼ
ロ

男性育休
問
　
改
正
育
児
・
介
護

　
　
休
業
が
、
今
年
４
月

か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
、

10
月
に
は
妻
の
産
休
期
間

に
合
わ
せ
て
取
れ
る
「
産

後
パ
パ
育
休
」
が
始
ま
る
。

職
場
の
理
解
が
得
づ
ら
い

事
な
ど
か
ら
取
得
を
た
め

ら
う
人
が
多
い
。
町
の
男

性
職
員
・
教
員
の
育
児
休

業
取
得
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
２
年
度
、
総

　
　
務
省
の
調
査
で
は
、

全
国
の
自
治
体
で
、
男
性

職
員
の
取
得
率
は
13
･
２
％

で
あ
る
。
本
町
の
状
況
は
、

女
性
職
員
で
１
０
０
％
に

対
し
、
男
性
職
員
は
０
％

で
あ
る
。
教
員
は
、
令
和

２
年
の
記
録
で
１
件
の
取

得
が
あ
る
。
出
産
補
助
休

暇
は
、
必
要
に
応
じ
取
得

し
て
い
る
。

平八重 光輝 議員

やさしさ日本一の町に

町長／積極的に推進検討

デ
ジ
タ
ル
化

 

一般質問

問
　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

　
　
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
中
、
多
く
の
機
器
や

シ
ス
テ
ム
が
利
活
用
さ
れ

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
町
民
が
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
書
か
な
い

窓
口
の
実
現
に
よ
り
、
来

庁
者
の
手
続
き
負
担
を
軽

減
す
る
。
手
書
き
不
要
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
。

答
　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

　
　
化
の
推
進
は
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
役

場
職
員
の
業
務
効
率
化
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
具
体

策
に
つ
い
て
積
極
的
に
推

進
及
び
検
討
す
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

　
　
発
展
に
よ
り
便
利
に

な
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
利
用
で
き
る
人
、
で

き
な
い
人
の
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
多
く
の
人
が
使

え
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
格

差
の
解
消
を
。

答
　
社
会
教
育
課
で

　
　
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

や
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講

座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

本
町
の
高
齢
化
率
は
42
％

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

高
齢
の
方
へ
の
配
慮
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

生
涯
学
習
講
座
の
よ
う
な

機
会
を
維
持
し
つ
つ
、
対

策
を
図
る
。

答
　
６
月
に
県
子
ど
も

　
　
支
援
課
に
お
い
て
、

新
た
な
児
童
相
談
所
の
管

轄
に
な
り
え
る
自
治
体
に

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
報
告

書
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

本
町
に
設
置
さ
れ
る
場
合

は
、
出
来
る
限
り
の
協
力

は
し
て
い
く
。
県
に
対
し

て
は
障
害
の
あ
る
方
や
子

ど
も
・
乳
幼
児
連
れ
の
方

な
ど
に
対
応
す
る
施
設
を

要
望
し
た
。

スマートフォン講座
（虎居地区公民館）

児童相談所が設置される予定の
北薩地域振興局さつま庁舎

児童相談所の設置は

町長／町への設置要望を

問
　
今
年
３
月
25
日
に

　
　
県
内
の
児
童
相
談
所

の
体
制
を
検
討
す
る
委
員

会
が
、
児
童
相
談
所
を
県

北
部
に
新
設
し
、
場
所
は

さ
つ
ま
町
が
望
ま
し
い
と

知
事
に
最
終
報
告
し
て
い

る
。
検
討
委
員
会
・
県
か

ら
連
絡
や
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
さ
つ

ま
町
の
対
応
は
。

※
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た

翌
日
の
９
月
９
日
、
鹿
児

島
県
は
２
０
２
３
年
４
月
、

さ
つ
ま
町
の
北
薩
地
域
振

興
局
さ
つ
ま
庁
舎
に
県
内

４
カ
所
目
の
児
童
相
談
所

を
開
設
す
る
方
針
を
固
め

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
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Ⅲ　さつま町議会議員について
問　議員に対して特に何を期待しますか。

問　議員定数は何人がよいと思いますか。 問　議員報酬はどれくらいが適当ですか。

○　定数・報酬とも現行どおりが良いという意見が最も多い結果となりました。ただし、特に議員定数
　については、現行より少なくても良いという意見も多い結果となりました。
　政務活動費の支給については、必要だと思う34.9％、必要ない28.6％、わからない32.3％でした。

Ⅳ　議会改革について
問　今後のさつま町議会の改革について、取り組むべき課題は何だと思いますか。

○　議員の資質の向上が最も多く、次いで幅広い世代への普及啓発、意見交換会の充実といった
　 開かれた議会への取り組みについて、多く意見が寄せられました。

　紙面の都合上、全ての質問を掲載することができませんでしたので、ご覧になりたい方
は議会事務局へお越しいただくか、右側ＱＲコードよりご覧ください。

10.8%
23.9%

13.6%
15.4%

14.6%
6.1%

12.8%
2.3%

0.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

町の行財政に対するチェック機能
町民の利益になるような政策提言
気軽に相談できる親しみやすさ

行政と町民とのパイプ役
地域課題の解決力とリーダーシップ

審議結果などの町民への説明
公約の実行力

その他
無回答

16.0%
5.6%

12.6%
10.8%

45.7%
0.7%
1.2%
1.2%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１２人以下
１３人
１４人
１５人

（現行）１６人
１７人
１８人

１９人以上
無回答

15.5%

15.5%

45.4%

7.7%

6.6%

4.7%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

２０万円未満
２０～２３万円

（現行）２３～２４万円
２４～２７万円
２７～３０万円
３０万円以上

無回答

3.2%
4.9%

19.4%
4.5%

15.6%
15.0%

9.8%
5.9%

1.4%
9.9%

5.4%
2.8%

2.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

議会ホームページの充実
議会だより等の広報活動の充実

議員の資質の向上
休日議会や夜間議会の開催

女性や子どもなど幅広い世代への普及啓発
町民の意見を聴く意見交換会の充実

インターネット等を活用した情報発信・提供
政策提言や政策立案する機能の強化

議員間で討議する場の充実
議員定数や議員報酬の見直し

議会・議員活動を支援する事務局の機能強化
その他
無回答

現行より少なく
45.0%

現行より多く
3.1%

現行より高く
19.0%

現行より低く
31.0%

○　町民のための政策提言
や地域課題の解決力など
に期待を寄せている意見
が多いようでした。
　　また、その他として、何
も期待しないという意見
もありました。
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Ⅰ　あなたのことについて
問　あなたの性別はどちらですか。 問　あなたの年代はどれですか。

○　男女比では女性の回答が多く、年代別では６０歳以上の回答が多い結果となりました。
　また、年代が上がるにつれ男性の回答率が高くなる傾向にあります。

Ⅱ　さつま町議会について
問　さつま町議会に関心がありますか。 問　「議会だより｣を読んだことがありますか。

　　　 

○　町議会に関心のある方・ない方はほぼ同数ですが、８割程度の方が議会だよりを読んだことが
　 ありますが、より多くの方に定期的にご覧いただけるよう周知や紙面の改善が必要です。

問　「議会だより」の充実のためにどのようなことを望みますか。

◎アンケート調査の概要◎
　【調査地域】　さつま町全域
　【調査対象】　町内18歳以上の男女1,000人（男500人，女500人）
　　　　　　　　（年代別に対象人数を設定し無作為抽出）
　【調査時期】　令和４年８月１日～８月３１日
　【回 収 数】　４２７人　　　　【回 収 率】　４２．７％
　

男
43.6%女

56.0%

無回答
0.5% 15.7%

17.1%
19.0%

21.1%
11.5%

15.5%
0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

18～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上
無回答

26.0%
35.6%

14.1%
21.1%

3.1%
0.2%

0.0% 20.0% 40.0%

毎回読んでいる
時々読んでいる

１～２回読んだことある
読んだことはない

議会だよりを知らない
無回答

7.7%
24.9%

22.1%
23.5%

2.8%
6.8%

12.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

文字を大きくしてほしい
写真や図をたくさん使ってほしい

説明を簡単にしてほしい
説明を詳しくしてほしい

新しいコーナーを設けてほしい
その他
無回答

令和４年度議会改革のためのアンケート調査結果

アンケート対象者
30歳未満 200人
30歳代 200人
40歳代 200人
50歳代 200人
60歳以上 200人

とても関心が
ある
8.9%

少し関心がある
37.5%

あまり関心がない
37.5%

全く関心がない
14.8%

無回答
1.4%

67人（男28・女39）
73人（男30・女43）
81人（男28・女53）
90人（男39・女50）
49人（男27・女22）

1人（女1）
66人（男34・女31）

○　写真や図をたくさん使ってほ
しいという意見が最も多いでし
た。
　　また、その他として一般質問
等のその後の結果などの記載
を望む声もありました。

※上記以外の６４名のオンライン回答の結果はホームページに掲載しています。

　アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。この調査をもとに、これまでの
議会の活性化や今後の議会のあるべき姿について分析し、さつま町議会の活性化を図っていきた
いと考えています。
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　さつま町の人口は、これから
も減っていくと思いますが、人
口が減っていくことで困ること
は何ですか。また、減らない取
組はしていますか。

盈進小学校 盈進小学校

　町長は、なぜ町長になろうと
思ったのですか。また、町長は
これからどのような町にしよう
と考えていますか。

　　人口減について 　町づくりについて

　芸術と触れ合う機会をつくり、
「芸術に力を入れている」とい
うことを新たな魅力として町お
こしを行っていく考えはありま
せんか。

宮之城中学校 宮之城中学校

　バス通学について全生徒が余
裕をもって利用できるように宮
之城中学校専用のスクールバス
の整備を急いでお願いしたいで
す。

　中学校バス通学の環境整備について芸術文化を活かした町おこしについて

　参加者の感想
・緊張したけど、思ったことをちゃんと話せてよかった。（堀之内義人さん）
・したことがない経験をして、人生で一番いい経験になった。（堀之内楽さん）
・さつま町議会の内容や雰囲気に興味を持ち参加しました。自分の順番になるまでとても緊張したが、質問に
　町長や教育長にしっかり答えていただけたのでうれしかったです。（井上志乃さん）

　永野金山について

東 千鶴子 さん

　現地を散策してから、永野金
山に対する思いが更に強くなり
ました。町として貴重な金山の
歴史を後世の人たちにどのよう
に伝えていかれるのでしょうか。

堀之内 義人さん 本田 楓真 さん

井上 志乃さん 田島 有来 さん

ほり　の　うち  よし　と ほん　だ　 ふう　ま

いのうえ　し　の た　しま　　ゆ　ら

ひがし ち づ こ

町長　人口が減ると買い物だけでなく、会社や病院、
食事をするお店なども減っていくことが心配されます。
人口が減ることで、町にとってよいことは何もありません。
次に、人口が減らない取組につきましては、家を建てる
ための土地の販売や、町内で住む人がいなくなった空き
家の情報を集めて、住みたい人に紹介する取組など様々
な取組を進めているところです。

町長　町内に住むお一人お一人が快適でいきいきと幸せ
な暮らしを続けられるような町づくりに取り組みたいと考
えています。これからの新しい時代を担う子ども達が、の
びのびと健やかに成長でき、安心して子育てができるまち、
また、これまでさつま町の発展に力を尽くしてこられた皆
さんが、なるべく不自由なく安心して暮らせるまちを目指
していきたいと考えています。

教育長　町の芸術・文化のイベントは大変にバラエティ
に富んでおり、また、ボリュームもあります。人口２万人
の町で実にたくさんの芸術文化活動が行われている、こ
のことはさつま町民として誇れることだと思っています。
今後は、町内にある多くの芸術・文化の活動をさらに組
織的なものにし、芸術・文化の質を高めていくことが必
要です。そして、その中から、これまでさつま町には無
かったような取り組みを進めていくことが大切だと思っ
ています。

教育長　通学バスについては、住民の皆様からも、バス
停付近の安全対策や交通渋滞など、さまざまな御意見や
御要望も伺っているところです。中学校の通学優先バス
も運行から４年目を迎え、様々な課題や問題点があるこ
とは承知いたしております。そこで、これまでの実績や現
状を分析しながら、スクールバス化についても教育委員会
をはじめ、中学校とも連携しながら、協議会での検討、
協議を行い安全で安心して生徒が登下校できる環境づく
りに努めて参りたいと考えております。

教育長　学校での金山学習などの郷土教育の推進や、永
野地区で行われている活動や文化財ボランティアの皆様
のお力をお借りしながら、後世にしっかりと伝えていく努
力をしていきたい。また、金山はさつま町と霧島市で呼び
分けていますが、金山の歴史を残していくため、霧島市と
の連携の検討も必要だと考ています。

※当日の会議録と、都合により欠席された永森さん
　の質問内容をホームページに掲載しています。

　１０月２日（日）にさつま町女性団体連絡協議会主催の「あなたも一日議員」が開催さ
れました。当日は、町内の小学生８名、中学生２名、一般１名の計１１名が一般質問を行
い、議事はさつま町議会議員の上別府ユキ議員が議長を務め、定例会本番さながらの一般
質問形式で町政に質問をしました。

あなたも一日議員を開催
町民自ら町政に意見・質問を！！

　最近、発電するときに二酸化
炭素が発生しない発電方法が注
目されていますが、そういう発
電方法に進捗がありますか。

　環境への取組について 　児童間交流について

柏原小学校 求名小学校

　小さい学校の児童がスムーズ
に中学校生活を始められるよう
に、来年の中学１年生のための
交流の場を作ってほしいです。

　さつま町の小・中学校の給食
において地産地消は何％ですか。
もし高い数値なら、それを維持
するためにどのような工夫をし
ているのか教えてください。

求名小学校 求名小学校

　さつま町ではどのような取組
があるのか、自分たちにどのよ
うなことができるか知りたくな
りました。さつま町のＳＤＧｓ
の取組について教えてください。

　学校給食における地産地消について 　さつま町のＳＤＧｓの取組について

※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。

　さつま町の魅力をたくさんの
人に知ってもらうためには私た
ちはどのようなことをしたらい
いですか。

　さつま町の魅力発信について 　学校の環境整備について

鶴田小学校 盈進小学校

　年々夏の暑さが増してきてい
ます。運動会での熱中症のリス
クも高まっています。そこで校
庭のフィールドを芝生にするこ
とはできませんか。

新留 蒼大 さん 川嵜 優真 さん

新田 健琉 さん 満園 美咲 さん

中根 あこ さん 堀之内 楽 さん
なか　ね ほり の うち　がく

みつぞの  み さき
しんでん  たけ る

かわさき  ゆうしんにいどめ  そう た

町長　さつま町にある太陽光発電は、１年間で計算する
と1,230万Kwhとなり、町内の約40％の3,400世帯
分の年間使用電力量をまかなうことができます。また、
佐志地区において、現在大規模な太陽光発電が建設中
であり、その発電量は１年間で6,180万Kwhの約１万
7,000世帯分が見込まれていますので、さつま町の全世
帯数をまかなうことができることになります。

教育長　来年度以降、陸上記録会で児童同士の交流が
できるような競技を考えたり、音楽発表会でもより多く
の交流が図られるように、プログラムを工夫したりしてい
きたいと思います。また授業でも、タブレットを活用し
た学校同士の交流授業を今後も積極的に行えるように、
小学校の先生方にお願いしていきたいと思います。

町長　さつま町では、鹿児島県産まで含めた割合は、
６５．７％となり全国平均を１０％近く上回る結果と
なっております。次に地産地消の取組についてですが、
町では、地産地消推進会議を毎年開催し、農協・市場・
役場の関係者が集まって協議しています。そのなかで、
青果市場に出荷される野菜等の時期を把握し、旬の野
菜を使った献立を学校給食に取り入れています。　　

町長　町民の方にまちづくりに参加してもらいながら、町
民が快適で安心した生活を続けられるよう、９月２２日に
「希望輝く さつま町ＳＤＧｓ推進宣言」を行いました。また、
すべての人が性別に関係なく平等にくらせるまちづくりな
ど、町民や地域、学校、事業所などが一緒になって取り
組むことを目指しています。

町長　町では、昨年から農協さんや商工会さん、そして
観光特産品協会さんと一緒になって「薩摩のさつま」と
いうブランドづくりに取り組んでいます。魅力を伝えるの
に必要なことは、まず、その商品や品物が、どういうもの
か知ることが大事です。そして、その魅力を伝えるために
は、商品の歴史やこだわりなどの背景を添えて伝えること
が必要だと思っています。

教育長　過去に、校庭の全面芝生化についての話合いが
行われたことがあったところです。そこで、校庭の排水の
問題と芝生の維持・管理をどういった形で進めていくか
という課題が上がりました。
将来的には、校庭の芝生化も含め、暑さ対策を検討して
いきますが、皆様の御意見等をお聞きしながら、必要性
や実施方法等について研究、検討を行います。
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　さつま町の人口は、これから
も減っていくと思いますが、人
口が減っていくことで困ること
は何ですか。また、減らない取
組はしていますか。

盈進小学校 盈進小学校

　町長は、なぜ町長になろうと
思ったのですか。また、町長は
これからどのような町にしよう
と考えていますか。

　　人口減について 　町づくりについて

　芸術と触れ合う機会をつくり、
「芸術に力を入れている」とい
うことを新たな魅力として町お
こしを行っていく考えはありま
せんか。

宮之城中学校 宮之城中学校

　バス通学について全生徒が余
裕をもって利用できるように宮
之城中学校専用のスクールバス
の整備を急いでお願いしたいで
す。

　中学校バス通学の環境整備について芸術文化を活かした町おこしについて

　参加者の感想
・緊張したけど、思ったことをちゃんと話せてよかった。（堀之内義人さん）
・したことがない経験をして、人生で一番いい経験になった。（堀之内楽さん）
・さつま町議会の内容や雰囲気に興味を持ち参加しました。自分の順番になるまでとても緊張したが、質問に
　町長や教育長にしっかり答えていただけたのでうれしかったです。（井上志乃さん）

　永野金山について

東 千鶴子 さん

　現地を散策してから、永野金
山に対する思いが更に強くなり
ました。町として貴重な金山の
歴史を後世の人たちにどのよう
に伝えていかれるのでしょうか。

堀之内 義人さん 本田 楓真 さん

井上 志乃さん 田島 有来 さん

ほり　の　うち  よし　と ほん　だ　 ふう　ま

いのうえ　し　の た　しま　　ゆ　ら

ひがし ち づ こ

町長　人口が減ると買い物だけでなく、会社や病院、
食事をするお店なども減っていくことが心配されます。
人口が減ることで、町にとってよいことは何もありません。
次に、人口が減らない取組につきましては、家を建てる
ための土地の販売や、町内で住む人がいなくなった空き
家の情報を集めて、住みたい人に紹介する取組など様々
な取組を進めているところです。

町長　町内に住むお一人お一人が快適でいきいきと幸せ
な暮らしを続けられるような町づくりに取り組みたいと考
えています。これからの新しい時代を担う子ども達が、の
びのびと健やかに成長でき、安心して子育てができるまち、
また、これまでさつま町の発展に力を尽くしてこられた皆
さんが、なるべく不自由なく安心して暮らせるまちを目指
していきたいと考えています。

教育長　町の芸術・文化のイベントは大変にバラエティ
に富んでおり、また、ボリュームもあります。人口２万人
の町で実にたくさんの芸術文化活動が行われている、こ
のことはさつま町民として誇れることだと思っています。
今後は、町内にある多くの芸術・文化の活動をさらに組
織的なものにし、芸術・文化の質を高めていくことが必
要です。そして、その中から、これまでさつま町には無
かったような取り組みを進めていくことが大切だと思っ
ています。

教育長　通学バスについては、住民の皆様からも、バス
停付近の安全対策や交通渋滞など、さまざまな御意見や
御要望も伺っているところです。中学校の通学優先バス
も運行から４年目を迎え、様々な課題や問題点があるこ
とは承知いたしております。そこで、これまでの実績や現
状を分析しながら、スクールバス化についても教育委員会
をはじめ、中学校とも連携しながら、協議会での検討、
協議を行い安全で安心して生徒が登下校できる環境づく
りに努めて参りたいと考えております。

教育長　学校での金山学習などの郷土教育の推進や、永
野地区で行われている活動や文化財ボランティアの皆様
のお力をお借りしながら、後世にしっかりと伝えていく努
力をしていきたい。また、金山はさつま町と霧島市で呼び
分けていますが、金山の歴史を残していくため、霧島市と
の連携の検討も必要だと考ています。

※当日の会議録と、都合により欠席された永森さん
　の質問内容をホームページに掲載しています。

　１０月２日（日）にさつま町女性団体連絡協議会主催の「あなたも一日議員」が開催さ
れました。当日は、町内の小学生８名、中学生２名、一般１名の計１１名が一般質問を行
い、議事はさつま町議会議員の上別府ユキ議員が議長を務め、定例会本番さながらの一般
質問形式で町政に質問をしました。

あなたも一日議員を開催
町民自ら町政に意見・質問を！！

　最近、発電するときに二酸化
炭素が発生しない発電方法が注
目されていますが、そういう発
電方法に進捗がありますか。

　環境への取組について 　児童間交流について

柏原小学校 求名小学校

　小さい学校の児童がスムーズ
に中学校生活を始められるよう
に、来年の中学１年生のための
交流の場を作ってほしいです。

　さつま町の小・中学校の給食
において地産地消は何％ですか。
もし高い数値なら、それを維持
するためにどのような工夫をし
ているのか教えてください。

求名小学校 求名小学校

　さつま町ではどのような取組
があるのか、自分たちにどのよ
うなことができるか知りたくな
りました。さつま町のＳＤＧｓ
の取組について教えてください。

　学校給食における地産地消について 　さつま町のＳＤＧｓの取組について

※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。

　さつま町の魅力をたくさんの
人に知ってもらうためには私た
ちはどのようなことをしたらい
いですか。

　さつま町の魅力発信について 　学校の環境整備について

鶴田小学校 盈進小学校

　年々夏の暑さが増してきてい
ます。運動会での熱中症のリス
クも高まっています。そこで校
庭のフィールドを芝生にするこ
とはできませんか。

新留 蒼大 さん 川嵜 優真 さん

新田 健琉 さん 満園 美咲 さん
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町長　さつま町にある太陽光発電は、１年間で計算する
と1,230万Kwhとなり、町内の約40％の3,400世帯
分の年間使用電力量をまかなうことができます。また、
佐志地区において、現在大規模な太陽光発電が建設中
であり、その発電量は１年間で6,180万Kwhの約１万
7,000世帯分が見込まれていますので、さつま町の全世
帯数をまかなうことができることになります。

教育長　来年度以降、陸上記録会で児童同士の交流が
できるような競技を考えたり、音楽発表会でもより多く
の交流が図られるように、プログラムを工夫したりしてい
きたいと思います。また授業でも、タブレットを活用し
た学校同士の交流授業を今後も積極的に行えるように、
小学校の先生方にお願いしていきたいと思います。

町長　さつま町では、鹿児島県産まで含めた割合は、
６５．７％となり全国平均を１０％近く上回る結果と
なっております。次に地産地消の取組についてですが、
町では、地産地消推進会議を毎年開催し、農協・市場・
役場の関係者が集まって協議しています。そのなかで、
青果市場に出荷される野菜等の時期を把握し、旬の野
菜を使った献立を学校給食に取り入れています。　　

町長　町民の方にまちづくりに参加してもらいながら、町
民が快適で安心した生活を続けられるよう、９月２２日に
「希望輝く さつま町ＳＤＧｓ推進宣言」を行いました。また、
すべての人が性別に関係なく平等にくらせるまちづくりな
ど、町民や地域、学校、事業所などが一緒になって取り
組むことを目指しています。

町長　町では、昨年から農協さんや商工会さん、そして
観光特産品協会さんと一緒になって「薩摩のさつま」と
いうブランドづくりに取り組んでいます。魅力を伝えるの
に必要なことは、まず、その商品や品物が、どういうもの
か知ることが大事です。そして、その魅力を伝えるために
は、商品の歴史やこだわりなどの背景を添えて伝えること
が必要だと思っています。

教育長　過去に、校庭の全面芝生化についての話合いが
行われたことがあったところです。そこで、校庭の排水の
問題と芝生の維持・管理をどういった形で進めていくか
という課題が上がりました。
将来的には、校庭の芝生化も含め、暑さ対策を検討して
いきますが、皆様の御意見等をお聞きしながら、必要性
や実施方法等について研究、検討を行います。
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（
中
村
）

　青森県六ヶ所村議会からの行政視察受入(9月29日)

議 会 活 動

国道504号さつま町・出水市区間　　　　　　
改良整備促進議員期成会総会時現地視察(10月12日)

　高規格道路「北薩横断道路」　　　
整備促進地方大会　(10月14日）

　木の日の要望活動　(10月7日)

　宮崎県綾町議会からの行政視察受入(10月20日)

　

≪表紙紹介≫
　10月2日に開催された「あなたも一
日議員」の様子。参加者の質問内容
はP16～P17をご覧ください。

さつま町議会だよりNo.71 18


